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6 月20日の第 1 回勉強会から始まった「難民

問題に関する学生実行委員会」を通して、私は

本当に貴重な体験をすることができたと思う。

前期に藤井広重先生の講義である「国際化と

人権」をとっていたこともあり、授業を受ける

ような感覚で入った学生委員会だったが、いざ

活動が始まると研究を行ううえで必要となる予

備知識の多さに驚かされた。自分はこんなにも

難民について深く考えたことがなかったのか、

これから研究に携わっていけるのかと不安に

なった勉強会がとてもなつかしい。先輩や先生

方が丁寧に教えてくださったおかげで、農学部

の私でも難民について理解を深めることができ

た。

勉強会が終わり、グループとしての活動が始

まると、まず情報収集の難しさに戸惑った。難

民支援事業の予算一つをとっても、私にとって

は最新の資料を見つけ、詳細を確認することは

難しく感じた。各国の難民支援事業については

英語のサイトを訳しながら、その委託先につい

て一つずつ調べなければいけない。今まで詳し

く知らなかった海外の難民支援事業に関する知

識とともに情報収集の能力がついたと思う。

私たちのグループは勉強会などを通じて出た

いくつかのリサーチクエスチョンの中から、

「日本における第三国定住難民の支援」を選ん

だ。きっかけは日本における第三国定住難民の

受け入れ拡大という記事である。日本の第三国

定住難民への就職支援プログラム（就労支援と

言語教育）に注目した。各国の支援プログラム

は本当に多様的であった。その中から、カナダ

のホストプログラムとオーストラリアの通信教

育をピックアップし、日本での導入方法につい

て考えた。日本での導入を支持する明確な理由

を示したうえで、時期や内容についても自分た

ちで自ら考えていくという過程は大変だったが

とてもおもしろかった。学生委員会を通じて、

ただ難民について学ぶだけでなく、自分たちで

考え検証していくという積極的なアプローチを

することができたと思う。

学生委員会に携わっていなければ、私はおそ

らく各国の難民支援プログラムはもちろん第三

国定住難民の受け入れ拡大という自国の大切な

問題についても知らないままだった。この半年

の期間で、農学関係の授業を受けているだけで

は学ぶことのできない多くの知識と考えを得る

ことができたと思う。これからは難民問題に

しっかりと目を向け、自分なりに考えていきた

い。

（国際移住機関・佐藤美央駐日代表による公開講
演会。学生グループも研究報告およびポスター発
表を実施。）

難民問題に関する国際連携教育学生委員会を終えて
―研究報告とポスター発表を通して―
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